
◆企 画 名  大お花見会 

日  程  平成 26年 4月 6日（日） 

場  所  関西大学千里山キャンパス 

参加者数  343名（ピア・サポータ 20名、留学生・一般学生 323名） 

目  的 

この春新しく関西大学へやってくる留学生を主なターゲットとして、大お花見会を開催

し、多くの友人を作ってもらう機会と日本語を話す機会を提供する。また、大お花見会の

中でゲームを取り入れたキャンパスツアーを行うことで、これから半年ないし 1 年間過ご

すキャンパスを楽しく理解してもらう。 

KU ブリッジ、留学生会の知名度を上げるとともに、今後 KU ブリッジ、留学生会、国

際部が企画する国際交流等のイベントやレクリエーションに参加しやすいような体制をつ

くる。 

内  容 

スプリングフェスティバルのコアタイムが終了したら、そのままグループごとに学内ス

カベンジャーハントをスタートする。スカベンジャーハントでは 6つの施設・場所を回っ

てもらう。〔教務センター+国際部、該当する学舎の教室、1 学舎裏駐輪場、落し物センタ

ー、サテライトステーション、100周年記念会館（ゴール）〕 

各ポイントでは次の場所へ行く指令書と最後に必要となるキーワードが書かれたカード

をもらう。グループは使う学舎が同じ人で構成されているので、例えば 1学舎の人たちの

グループは 1学舎の教室のみ回る。グループごとに回る場所の順序はばらばらにして、一

か所に全てのグループが集中しないようにする。ゴールの 100周年記念会館に到着したら、

グループでキーワードの書かれたカードを使って問題を解く。 

また、謎解きが終わった順に順位を決め、1～3位には参加者の前で景品を手渡す。 

効  果 

スカベンジャーハントでグループごとにクイズを解きながら学内を回ったことで、学内

の施設の場所や使い方が分かってもらえたのではないだろうか。また、グループで居る時

間が長かったため、グループ内で施設の使い方を説明したりするなど、グループ内での異

文化交流や日本人学生・留学生の友達作りの良いきっかけ、機会になった。 

また、多くの人に KUブリッジの存在を知ってもらうことができた。 

改 善 点 

 人数が多い場合は晴天、雨天に関わらず室内で行う。 

→人数が多い場合は声も通る室内で行うことで全体をまと

めることもできるし、室内であれば雨天を気にすることも

ないので安心して準備できる。 

 参加者数が多いと、どうしても大変になる。 

→新入日本人、新入留学生にのみにフォーカスしたり上位

年次と新入生でお弁当を食べるだけの会をする。そうする

ことで 1 回の人数が少なくなり内容も 1 つのことに特化す

るため運営側も楽になる 

感  想 

 KU ブリッジでの初めての大型企画であったため、企画時から非常に忙しかった。しか

し、留学生会、担当部署の国際部の方々の力を借りてこのような楽しい会にすることがで

きた。反省点は多々あるが、大型企画を成功させたという点では非常に達成感があり、反

省点からも今後の企画やイベントに生かせるものが多く得ることができたことは大変良か

ったと思う。 

 


